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研究の背景と目的

現在の地方都市では…

・公共交通利用の衰退化公共交通利用の衰退化
・マイカーに依存しない交通環境の実現

本研究の目的

最もバス利用の考えられる通勤者の乗合バス交通利用に着目し、地方都市大分における
バス交通環境の利便性評価と課題整理を行い、今後の公共交通改善のための基礎研究と
する。
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する。



研究対象

調査単位は，国勢調査における調査区（534地域）で行う。
大分市内に2011年2月現在で724箇所のバス停がある。
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発表の流れ

バス交通環境の整備状況の整理 通勤時の利用交通手段の整理第3章

バス交通環境の利便性評価

第4章

バス交通環境整備状況による利用交通手段分担率の傾向分析

地域性を踏まえた類型化・バス交通環境の課題抽出第5章

１２３４５６



バス交通環境の整備状況と利用状況の把握

バス交通環境の整備状況の整理 通勤時の利用交通手段の整理第3章

「住居系建物からバス停までの距離」
「ラッシュ時のバス運行本数」

平成12年国勢調査
通勤通学者利用交通手段データより

バス交通環境の利便性評価

第4章

バス交通環境整備状況による利用交通手段分担率の傾向分析

地域性を踏まえた類型化・バス交通環境の課題抽出第5章
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住居系建物からバス停までの距離

調査区内の全住居系建物から最寄バス停までの道路距離の合計

バス交通環境の整備状況の整理

＝ 調査区内の全住居系建物から最寄バス停までの道路距離の合計
住居系建物数

ラッシュ時のバス運行本数
調査区内の全住居系建物の最寄バス停のラッシュ時のバス運行本数の合計

住居系建物数
＝

①住居系建物の最寄バス停を抽出

②バス停までの道路距離
を計算

② 停ま 道路距離
ラッシュ時のバス運行本数

を計算

③調査区内の②を合計
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④調査区内の住居系建物数で除す



通勤時の利用交通手段の整理

平成12年国勢調査通勤通学者の利用交通手段データより…平成12年国勢調査通勤通学者の利用交通手段デ タより

・大分市全域の通勤通学者の利用交通手段分担率の傾向把握
・他都市との比較他都市との比較
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通勤時の利用交通手段の整理

大分市における通勤通学時における利用交通手段分担率大分市における通勤通学時における利用交通手段分担率
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バス交通環境の利便性評価と傾向分析

バス交通環境の整備状況の整理 通勤時の利用交通手段の整理第3章

バス交通環境の利便性評価

第4章
「住居系建物からバス停までの距離」

「ラッシュ時のバス運行本数」

バス交通環境整備状況による利用交通手段分担率の傾向分析

バス交通環境整備状況が実際の利用
状況にどのような影響があるか分析

地域性を踏まえた類型化・バス交通環境の課題抽出第5章
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バス交通環境の利便性評価

「住居系建物からバス停までの距離」に関する利便性評価方法

住居系建物からバス停までを容易に歩ける距離が300ｍ以内とする。
それ以内の調査区を「利便性が良い と評価するそれ以内の調査区を「利便性が良い」と評価する。

「ラッシュ時のバス運行本数」に関する利便性評価方法

ラッシュ時のバス輸送力を算出する。
輸送力が生産年齢人口が上回っていれば「利便性が良い」と評価する。輸送 産年齢 回 利便性 良 」 評価す 。

ラッシュ時のバス輸送力=ラッシュ時のバス運行本数（本/日）×1便の輸送人員（人）ラッシュ時のバス輸送力 ラッシュ時のバス運行本数（本/日）×1便の輸送人員（人）

※１便の輸送人員＝60人（中型乗合バス）
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バス交通環境の利便性評価

「住居系建物からバス停までの距離」 「ラッシュ時のバス運行本数」

良
悪

悪
良

住居系建物からバス停までの距離」 ラッシ 時の ス運行本数」
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バス交通環境整備状況による利用交通手段分担率の傾向分析

分析方法

「住居系建物からバス停までの距離」と「ラッシュ時のバス運行本数」を値別に分類

分類別に「乗合バ 分担率を調査区単位 集計し 平均を比較 分析→分類別に「乗合バス」分担率を調査区単位で集計し、平均を比較・分析
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バス交通環境整備状況による利用交通手段分担率の傾向分析

→住居系建物からバス停の距離が長い
調査区ほど、乗合バス分担率が高い

→あまり傾向が見られず、ほぼ一定
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地域性によるバス利用状況の傾向と課題整理

バス交通環境の整備状況の整理 通勤時の利用交通手段の整理第3章

バス交通環境の利便性評価

第4章

バス交通環境整備状況による利用交通手段分担率の傾向分析

主成分分析・クラスター分析にて調査区単位で類型化
クラスターごとに特徴把握と課題抽出

地域性を踏まえた類型化・バス交通環境の課題抽出第5章
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調査区の類型化

•中心市街地までの距離中心市街地までの距離
•人口密度
•居住地面積率
•生産年齢人口率•生産年齢人口率
•高齢化率

•住居系建物からバス停までの距離

主成分分析 クラスター分析で類型化

住居系建物からバス停までの距離
•ラッシュ時のバス運行本数

主成分分析結果

１２３４５６

成分プロット図（第１主成分−第２主成分）



バス利用環境の特徴把握と整備課題の抽出バス利用環境の特徴把握と整備課題の抽出

乗合バス分担率乗合バス分担率
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バス利用環境の特徴把握と整備課題の抽出バス利用環境の特徴把握と整備課題の抽出

乗合バス分担率•バス交通需要と供給が一致していない乗合バス分担率バス交通需要と供給が 致していない
•中心部にバス交通が集中しすぎている

このような調査区が多数を占めているため 全体としてバス交通利用が低い→このような調査区が多数を占めているため、全体としてバス交通利用が低い
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総括

大分 バ 交通環境は大分のバス交通環境は…

→平均すると整備されているが、調査区によって差がある、

→利便性が良い所でも、需要と供給が一致してない調査区も

→そのため、全体としてバス交通利用を下げている一因となっている

今後の課題

→今回得られた課題に対するさらに詳細な分析

→通勤時以外のバス交通利用の把握と解析

→シュミレーションの導入
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